
三
七 

 

 

        
 

 
 

 
 

 
 

 

消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第 
二 

日
（ 

三 

月 

二 

十 

五 

日 

） 

  



三
八 

 

 

 



三
九 

 

 

△
案
件 

 

消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て 

 

△
会
場 

川
越
地
区
消
防
局 

三
階
講
堂 

 

△
出
席
委
員 

 
 
 

委 

員 

長 
 

柿 

田 
有 
一 

議
員 

 

副
委
員
長 

 

矢 

内 

秀 

憲 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

小 

峯 

松 
治 
議
員 

 

委 
 

員 
 

牛 

窪 

喜 

史 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

村 

山 

博 

紀 
議
員 

 

委 
 

員 
 

栗 

原 

瑞 

治 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

吉 

敷 

賢
一
郎 

議
員 

 

委 
 

員 
 

中 

村 

文 

明 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

小 

高 

浩 

行 

議
員 

 
委 

 

員 
 

小 

林 
 
 

薫 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

片 

野 

広 

隆 

議
員 

 

△
組
合
議
会
議
長 

 
 
 

議 
 

長 
 

小
ノ
澤 

哲 

也 

議
員 

 

△
組
合
議
会
副
議
長 

 
 
 

副 

議 

長 
 

爲 

水 

順 

二 

議
員 

 

△
説
明
の
た
め
の
出
席
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

消
防
局
長 

 

齋 

藤 

匡 

央 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次 

長 
 

西 

村 

政 

徳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

浅 

見 
 
 

篤 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

 

山 

本 

雄 

一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
副
室
長 

 

中 

村 

俊 

規 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
主
任 

 

高 

橋 

一
二
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

指
揮
統
制
課
長 

 

木 

村 
 
 

寛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

指
揮
統
制
課
副
課
長 

 

釆 

澤 

勝 

義 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指
揮
統
制
課
主
幹 

 

棚 

町 

泰 

浩 

 

△
委
員
会
に
出
席
し
た
職
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書
記
長 

 

黒 

澤 

博 

行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書 

記 
 

田 

中 
 
 

尚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

落 

合 

昭 

仁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

青 

柳 

慎
次
郎 

 

○
開 

 

会 
 

午
後
零
時
五
十
二
分 

○
議 

 

題 

 

消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て 

柿
田
有
一
委
員
長 

消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
は
、
定
足
数
に
達
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
開
会
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

直
ち
に
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

傍
聴
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。
事
務
局
。 

 
 
 
 
 

（
「
傍
聴
人
な
し
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

そ
れ
で
は
、
審
査
に
入
り
ま
す
前
に
前
回
の
会
議
の
内
容
を
確
認
い
た
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

十
二
月
二
十
七
日
の
会
議
で
は
、
消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
造
成
工
事
に
つ
い
て
、
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
を
資
料
を
基
に

説
明
を
受
け
、
続
い
て
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま

し
た
。
次
に
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
協
議
し
、
散
会
い
た
し
ま
し
た
。 
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以
上
が
前
回
の
特
別
委
員
会
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
い
て
、
本
日
の
特
別
委
員
会
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

お
手
元
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
特
別
委
員
会
次
第
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

本
日
は
、
消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
二
期
盛

土
工
事
及
び
第
一
期
擁
壁
工
事
に
つ
い
て
、
庁
舎
等
建
築
工
事
の
工
程
等
に
つ
い
て

を
そ
れ
ぞ
れ
単
独
議
題
と
し
、
理
事
者
よ
り
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

続
い
て
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
御
協
議
願
い
、
特
別
委
員
会
を
閉
じ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
が
本
日
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

こ
れ
よ
り
付
議
事
件
で
あ
り
ま
す
消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
審
査
に
入
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

初
め
に
、
第
二
期
盛
土
工
事
及
び
第
一
期
擁
壁
工
事
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

説
明
願
い
ま
す
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

議
題
⑴
第
二
期
盛
土
工
事
及
び
第
一
期
擁
壁
工
事
に
つ
い
て
の
御

説
明
の
前
に
、
過
日
開
催
い
た
し
ま
し
た
川
越
地
区
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署
新
築

工
事
に
係
る
近
隣
住
民
等
説
明
会
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

日
時
は
令
和
六
年
一
月
二
十
七
日
土
曜
日
、
十
四
時
か
ら
十
五
時
ま
で
、
場
所
は

川
越
市
北
公
民
館
会
議
室
一
、
二
号
室
、
説
明
者
は
、
事
務
局
と
し
て
新
消
防
庁
舎

建
設
準
備
室
、
川
越
市
建
築
住
宅
課
か
ら
計
九
名
、
施
工
者
が
前
田
・
岩
堀
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体
、
お
ぎ
で
ん
・
明
電
社
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
、
埼
玉
設

備
・
ユ
ー
コ
ー
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
か
ら
計
六
名
、
住
民
等
は
三
十
四
名
の

御
出
席
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

説
明
事
項
は
、
新
庁
舎
整
備
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
、
建
物
の
概
要
に
つ
い
て
、

工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
行
い
、
出
席
者
か
ら
、
新
庁
舎
敷
地
の
最
終
の
地
盤

高
に
つ
い
て
、
外
周
道
路
工
事
の
拡
幅
と
工
事
時
期
に
つ
い
て
、
工
事
に
係
る
騒
音

や
振
動
対
策
に
つ
い
て
、
外
周
道
路
の
通
学
路
の
状
況
に
つ
い
て
、
八
年
度
の
供
用

開
始
以
降
、
県
道
川
越
・
栗
橋
線
の
渋
滞
状
況
の
想
定
に
つ
い
て
の
五
件
の
質
問
が

あ
り
、
御
説
明
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
が
川
越
地
区
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署
新
築
工
事
に
係
る
近
隣
住
民
等
説
明

会
の
御
報
告
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
議
題
⑴
第
二
期
盛
土
工
事
及
び
第
一
期
擁
壁
工
事
に
つ
い
て
御
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

資
料
一
、
造
成
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

前
回
か
ら
の
引
き
続
き
で
盛
土
工
事
の
状
況
か
ら
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

一
ペ
ー
ジ
上
段
の
写
真
は
、
前
回
十
二
月
の
特
別
委
員
会
資
料
で
御
説
明
い
た
し

ま
し
た
十
二
月
中
旬
の
第
二
期
盛
土
の
完
成
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

写
真
上
で
赤
色
の
線
の
範
囲
は
敷
地
全
体
を
表
し
て
お
り
ま
す
。
次
に
、
黄
色
の

線
の
範
囲
は
第
二
期
盛
土
工
の
工
区
を
表
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
下
段
の
写
真
は
、
二
月
下
旬
の
第
二
期
盛
土
工
及
び
第
一
期
擁
壁
工
の
状

況
で
、
青
色
の
線
は
第
一
期
擁
壁
工
の
施
工
範
囲
を
表
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
二
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

上
段
の
写
真
は
、
二
月
下
旬
の
第
二
期
盛
土
工
の
状
況
で
、
第
一
期
盛
土
工
部
分

と
第
二
期
盛
土
部
分
の
境
界
付
近
の
整
地
処
理
を
行
っ
た
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
下
段
の
写
真
は
、
第
一
期
擁
壁
工
事
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
十
二
月
下

旬
の
敷
地
北
東
部
の
施
工
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
左
側
の
写
真
は
、
擁
壁
の
基
礎
に

な
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
コ
マ
基
礎
の
施
工
中
の
状
況
で
、
右
側
の
写
真
は
コ
マ
基

礎
の
施
工
後
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
三
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

上
段
の
写
真
は
、
本
年
一
月
下
旬
、
敷
地
南
西
部
の
第
一
期
擁
壁
工
事
の
状
況
で
、
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コ
マ
基
礎
の
上
に
Ｌ
型
擁
壁
を
設
置
し
た
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
下
段
の
写
真
は
、
二
月
上
旬
、
敷
地
南
西
部
で
Ｌ
型
擁
壁
外
側
に
Ｕ
字
側

溝
の
施
工
中
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
四
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

上
段
の
写
真
は
、
二
月
下
旬
、
敷
地
南
西
部
の
Ｌ
型
擁
壁
及
び
Ｕ
字
側
溝
の
施
工

が
完
了
し
た
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
下
段
の
写
真
は
、
三
月
中
旬
、
敷
地
北
東
部
の
Ｌ
型
擁
壁
及
び
Ｕ
字
側
溝

の
施
工
が
完
了
し
た
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

な
お
、
ど
ち
ら
の
写
真
に
お
き
ま
し
て
も
、
敷
地
内
に
建
築
工
事
の
仮
囲
い
が
敷

設
さ
れ
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
、
大
変
雑
駁
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
題
⑴
第
二
期
盛
土
工
事
及
び
第
一
期
擁

壁
工
事
に
つ
い
て
の
御
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
の
皆
様
か
ら
御
質
疑
、
御
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
御
発
言
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
吉
敷
委
員
。 

吉
敷
賢
一
郎
委
員 

す
み
ま
せ
ん
。
御
説
明
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

四
ペ
ー
ジ
の
写
真
を
見
た
と
き
に
、
こ
れ
側
溝
が
途
中
か
ら
膨
ら
ん
で
い
る
よ
う

に
見
え
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
何
か
、
道
路
の
関
係
か
何
か
で
あ
れ
で
す
か

ね
。
側
溝
が
ず
っ
と
行
く
と
、
真
ん
中
辺
ま
で
ぐ
ら
い
行
く
と
、
側
溝
外
側
に
こ
う

広
が
っ
て
い
る
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

こ
ち
ら
敷
地
南
西
部
の
擁
壁
箇
所
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

基
本
的
に
道
路
の
幅
員
は
六
メ
ー
ト
ル
で
変
わ
ら
な
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
接

続
し
て
い
る
県
道
と
の
取
り
合
い
の
関
係
で
手
前
側
と
い
い
ま
す
か
、
西
側
の
部
分

に
つ
い
て
少
し
こ
こ
で
段
差
が
で
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

吉
敷
賢
一
郎
委
員 

と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
県
道
に
近
い
ほ
う
が
広
く
な
っ
て
、
奥
に
行
く
と
狭

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
で
よ
ろ
し
い
で
す
か
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

そ
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

他
に
御
質
疑
ご
ざ
い
ま
す
か
。
小
高
委
員
。 

小
高
浩
行
委
員 

今
の
四
ペ
ー
ジ
の
擁
壁
の
関
係
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
写
真
を
見
る
と
途
中
か

ら
高
さ
が
変
わ
っ
て
い
る
み
た
い
に
見
え
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
何
か
造
成

上
の
傾
斜
と
か
、
そ
う
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
か
。
そ
れ
と
も
、
水
平
な
ん
だ
け
れ

ど
も
、
道
路
地
盤
が
少
し
傾
い
て
い
る
の
で
こ
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
辺
は
ど

う
な
ん
で
し
ょ
う
か
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

擁
壁
に
つ
い
て
段
々
が
つ
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
こ
と

だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
築
地
盤
内
の
ほ
う
が
県

道
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
庁
舎
の
ほ
う
に
向
か
っ
て
高
く
な
っ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
う
し
ま
す
と
、
水
平
に
と
い
う
こ
と
で
擁
壁
を
組
ん
で
い
き
ま
す

と
、
ど
う
し
て
も
段
々
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

他
に
御
質
疑
ご
ざ
い
ま
す
か
。
よ
ろ
し
い
で
す
か
。
ー
質
疑
が
な
い
よ
う
で

す
の
で
、
質
疑
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
第
二
期
盛
土
工
事
及
び
第
一
期
擁
壁
工
事
に
つ
い
て
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
庁
舎
棟
建
築
工
事
の
工
程
等
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

説
明
願
い
ま
す
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

議
題
⑵
庁
舎
棟
建
設
工
事
の
工
程
等
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

資
料
二
、
川
越
地
区
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署
新
庁
舎
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
御

覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

本
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
建
築
Ｊ
Ｖ
の
前
田
・
岩
堀
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体
か
ら
現
時
点
で
の
工
程
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
前
回
十
二
月
に

お
示
し
い
た
し
ま
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
一
部
修
正
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

修
正
箇
所
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
建
築
工
事
の
部
、
庁
舎
棟
及
び
緊
急
車
両
車
庫
等

の
項
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 
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前
回
は
庁
舎
棟
建
設
工
事
に
緊
急
車
両
車
庫
を
含
め
て
お
示
し
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
回
は
庁
舎
棟
、
緊
急
車
両
車
庫
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
築
工
事
に
分
け
工
程
を

お
示
し
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
令
和
七
年
度
末
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

令
和
七
年
度
三
月
末
に
、
竣
工
式
の
予
定
を
お
示
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
庁
舎
棟
の
令
和
六
年
四
月
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

中
旬
に
新
庁
舎
の
給
排
水
そ
の
他
設
備
工
事
の
入
札
を
行
い
、
五
月
初
旬
に
組
合

議
会
へ
契
約
議
案
の
上
程
を
予
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
修
正
箇
所
は
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

令
和
六
年
度
の
契
約
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
三
件
を
見
込
み
、
給
排
水
そ
の
他
設

備
工
事
の
ほ
か
二
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
件
目
が
雨
水
貯
留
槽
設
置
工
事
を
六
月

頃
、
二
件
目
が
訓
練
塔
新
築
工
事
を
十
二
月
頃
の
組
合
議
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
上
程
を
予

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

な
お
、
各
工
事
の
工
程
に
つ
き
ま
し
て
は
現
時
点
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
、

工
事
の
進
捗
等
に
よ
り
工
程
の
修
正
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
改
め
て
御
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
、
大
変
雑
駁
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
庁
舎
棟
建
設
工
事
の
工
程
等
に
つ
い
て

の
御
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
の
皆
様
か
ら
御
質
疑
、
御
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
御
発
言
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
小
高
委
員
。 

小
高
浩
行
委
員 

御
説
明
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

今
回
の
補
正
予
算
で
継
続
費
の
補
正
が
あ
っ
て
、
造
成
の
部
分
が
増
額
に
な
っ
て
、

年
度
が
六
年
度
か
ら
七
年
度
に
金
額
が
増
し
て
い
る
部
分
が
あ
っ
た
か
と
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
こ
の
工
程
で
い
く
と
、
ど
の
辺
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
に
当
た

る
ん
で
し
ょ
う
か
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

土
木
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
外
構
工
事
と
擁
壁
工
事
、
雨
水
貯

留
槽
工
事
を
予
定
し
て
お
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
外
構
工
事
の
部
分

が
令
和
六
年
度
か
ら
七
年
度
に
一
部
後
ろ
に
ず
ら
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う

部
分
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
部
分
で
金
額
が
、
補
正
の
予
算
と
い
う
こ
と
で
、
後

ろ
の
ほ
う
へ
持
っ
て
い
か
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

小
高
浩
行
委
員 

外
構
工
事
っ
て
表
で
は
建
築
工
事
の
ほ
う
で
す
よ
ね
。
私
が
聞
い
た
の
は
造
成

工
事
の
ほ
う
が
金
額
が
か
な
り
大
き
く
増
え
て
い
る
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

こ
ち
ら
の
ほ
う
で
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
案
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
番
下
に
外
構
・
附
属
棟
他
と
い
う
こ
と
で
、
建
築
工
事

の
中
に
庁
舎
棟
周
辺
外
構
整
備
工
事
、
訓
練
場
周
辺
外
構
整
備
工
事
が
含
ま
れ
て
お

り
ま
す
が
、
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
外
構
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
予
算
の

中
身
で
は
都
合
上
、
造
成
工
事
と
い
う
こ
と
で
や
ら
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
こ
ら
辺
の
と
こ
ろ
が
ち
ょ
っ
と
こ
の
表
と
説
明
の
ほ
う
が
食
い
違
っ
て
い

る
部
分
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

他
に
御
質
疑
ご
ざ
い
ま
す
か
。
片
野
委
員
。 

片
野
広
隆
委
員 

す
み
ま
せ
ん
。
今
の
説
明
で
い
く
と
、
こ
こ
の
建
築
工
事
、
外
構
附
属
棟
他
と

い
う
と
こ
ろ
に
入
っ
て
い
て
も
造
成
工
事
の
ほ
う
に
予
算
が
含
ま
れ
て
い
た
り
、
も

し
く
は
そ
の
逆
な
ん
か
は
あ
る
ん
で
す
か
。
も
う
こ
れ
だ
け
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

今
の
と
こ
ろ
こ
れ
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

他
に
御
質
疑
ご
ざ
い
ま
す
か
。
よ
ろ
し
い
で
す
か
。
ー
質
疑
が
な
い
よ
う
で

す
の
で
、
質
疑
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
を
終
了
い
た
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 

（
休 

 

憩
） 

 
 
 
 
 

（
再 

 

開
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

次
に
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
い
と
思
い
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ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

実
施
設
計
に
つ
い
て
報
告
を
願
い
ま
す
。 

指
揮
統
制
課
長 

そ
れ
で
は
、
実
施
設
計
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

お
手
元
の
資
料
三
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
実
施
設
計
（
概
要
版
）
を

御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

初
め
に
、
本
実
施
設
計
策
定
の
概
要
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

新
た
な
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
た
め
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
に

関
す
る
基
本
設
計
を
踏
ま
え
、
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
及
び
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線

シ
ス
テ
ム
機
能
の
検
討
、
設
置
場
所
の
詳
細
検
討
を
実
施
し
、
最
適
な
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
必
要
な
実
施
設
計
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

資
料
左
上
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
イ
メ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

正
面
に
大
型
表
示
盤
、
前
列
に
指
令
台
四
台
、
後
列
に
指
揮
台
、
無
線
統
制
台
、

各
一
台
を
配
置
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
資
料
左
下
、
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

一
、
指
令
台
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

現
在
、
指
令
台
三
台
で
一
一
九
番
通
報
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
年
々
増
加
し

て
い
る
市
町
民
か
ら
の
一
一
九
番
通
報
に
対
し
万
全
を
期
す
た
め
、
指
令
台
一
台
を

増
台
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

下
表
は
、
一
一
九
番
通
報
話
中
の
発
生
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

令
和
五
年
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
着
信
応
答
不
可
件
数
は
二
千
百
一
件
、
一
一
九
番

着
信
数
は
三
万
二
千
六
百
四
十
六
件
、
百
件
に
約
六
件
の
話
中
が
発
生
し
て
い
る
状

況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
指
令
台
一
台
を
増
台
し
、
着
信
応
答
不
可
件
数

を
減
少
さ
せ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
二
、
作
戦
本
部
室
機
能
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

現
在
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
消
防
局
庁
舎
に
警
防
本
部
を
設
置
し
災

害
対
策
を
行
っ
て
お
り
、
大
型
地
図
版
を
配
置
し
、
警
防
本
部
の
み
で
情
報
共
有
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
警
防
本
部
で
災
害
情
報
等
を
大
型
電
子
画
面
に
入
力
す
る
こ

と
で
、
災
害
発
生
場
所
及
び
被
害
状
況
が
消
防
署
所
の
端
末
と
情
報
共
有
可
能
と
な

り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
資
料
右
上
、
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
シ
ス
テ
ム
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

基
地
局
ア
ン
テ
ナ
高
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

基
地
局
ア
ン
テ
ナ
高
を
現
行
よ
り
十
五
メ
ー
ト
ル
伸
長
さ
せ
、
よ
り
よ
い
通
信
環

境
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
二
、
基
地
局
ア
ン
テ
ナ
種
類
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

基
地
局
ア
ン
テ
ナ
種
類
を
変
更
し
、
送
受
信
方
向
を
限
定
し
な
い
広
範
囲
の
送
受

信
が
可
能
な
基
地
局
ア
ン
テ
ナ
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
三
、
活
動
波
の
増
波
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

救
急
需
要
の
増
加
に
伴
い
、
逼
迫
し
て
い
る
無
線
通
信
状
態
の
改
善
を
図
る
た
め
、

各
種
災
害
等
で
使
用
す
る
活
動
波
を
三
波
か
ら
四
波
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

最
後
に
、
四
、
移
動
局
無
線
機
の
送
信
電
力
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

災
害
現
場
か
ら
の
無
線
通
信
状
況
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
、
可
搬
型
無
線
機
、

車
載
型
無
線
機
、
携
帯
型
無
線
機
の
送
信
電
力
を
増
加
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

下
表
は
、
現
シ
ス
テ
ム
と
の
比
較
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
資
料
右
下
、
情
報
シ
ス
テ
ム
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

一
、
査
察
端
末
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

消
防
局
予
防
課
及
び
各
消
防
署
指
導
課
に
査
察
端
末
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
防
火

対
象
物
の
デ
ー
タ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
り
取
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

立
入
検
査
の
現
場
に
お
い
て
即
時
、
検
査
結
果
通
知
書
等
の
発
行
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
立
入
検
査
業
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
二
、
救
急
端
末
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

消
防
局
救
急
課
及
び
各
署
所
に
救
急
端
末
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
従
来
、
救
急
隊
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が
帰
署
後
に
入
力
し
て
い
た
救
急
事
案
デ
ー
タ
を
医
療
機
関
や
帰
署
途
上
の
救
急
車

内
で
入
力
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
救
急
業
務
の
効
率
化

が
図
ら
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
三
、
災
害
対
策
本
部
と
の
情
報
共
有
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

川
越
市
、
川
島
町
に
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
消
防
組
合

管
内
で
発
生
し
て
い
る
災
害
事
案
に
関
す
る
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
共
有
で
き
る

機
能
を
、
先
ほ
ど
上
記
一
で
御
説
明
し
た
査
察
端
末
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災

害
対
策
本
部
と
の
情
報
共
有
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

下
表
は
、
現
シ
ス
テ
ム
と
の
比
較
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

最
後
に
、
本
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
の
皆
様
方
の
貴
重
な
御
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
基
本
構
想
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計
と
着
実
に
事
業
が
進
み
、
策
定

に
至
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

今
後
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
社
会
情
勢
の
変
化
、
情
報
基
盤
の
変
革
、
管
内

情
勢
の
変
化
な
ど
に
的
確
に
対
応
し
、
住
民
に
寄
り
添
い
、
安
全
安
心
を
実
感
で
き

る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
た
実
施
事
業
と
し
て
、
引
き
続
き
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

整
備
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
実
施
設
計
に
つ
い
て
の
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
の
皆
様
か
ら
御
質
疑
、
御
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
御
発
言
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
吉
敷
委
員
。 

吉
敷
賢
一
郎
委
員 

御
説
明
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
の
ほ
う
の
こ
の
デ
ー
タ
の
ほ
う
で
御
質
問
し
た
い
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
過
去
百
件
に
何
件
か
ず
つ
が
話
し
中
と
い
う
内
容
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
こ
の
話
し
中
と
い
う
の
は
、
か
け
た
方
が
電
話
し
た
と
き
に
話
し
中
で
、
そ

の
ま
ま
待
っ
て
い
て
も
出
な
い
、
ま
た
か
け
直
さ
な
い
と
出
な
い
と
い
う
意
味
で
の

話
し
中
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
す
ね
。 

指
揮
統
制
課
主
幹 

通
常
の
電
話
利
用
の
お
話
し
中
と
い
う
解
釈
で
は
な
く
、
一
一
九
番
が
取
れ

な
い
状
態
で
、
か
け
て
き
た
方
に
は
呼
び
出
し
音
が
ず
っ
と
鳴
っ
て
い
る
よ
う
な
状

態
な
ん
で
す
が
、
着
信
が
集
中
し
て
い
る
た
め
に
応
答
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

吉
敷
賢
一
郎
委
員 

と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
呼
び
出
し
を
待
っ
て
い
る
と
時
間
が
た
て
ば
出

て
も
ら
え
る
と
い
う
そ
う
い
う
話
し
中
と
い
う
か
話
中
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で

す
か
。 

指
揮
統
制
課
主
幹 

は
い
。 

吉
敷
賢
一
郎
委
員 

分
か
り
ま
し
た
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

他
に
御
質
疑
ご
ざ
い
ま
す
か
。
牛
窪
委
員
。 

牛
窪
喜
史
委
員 

私
の
ほ
う
は
、
今
の
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
で
年
々
通
報
が
増
え
て
い
る
、
こ
う

い
う
要
因
と
い
う
の
は
何
か
あ
る
の
か
、
分
か
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
。

着
信
応
答
な
ど
確
認
す
る
と
、
一
年
ご
と
に
件
数
が
増
え
て
い
る
と
い
う
の
は
何
か

要
因
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
が
。 

指
揮
統
制
課
副
課
長 

今
の
御
質
問
を
も
う
一
回
整
理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
一
一
九
番
着

信
件
数
、
さ
ら
に
は
着
信
応
答
不
可
件
数
が
こ
れ
だ
け
上
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の
要

因
と
い
う
か
、
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
そ
の
要
因
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ

う
か
。 

 
 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
そ
れ
に
御
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

明
確
な
回
答
に
な
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
我
々
が
思
っ

て
い
る
の
は
、
や
は
り
一
件
の
災
害
に
お
い
て
多
数
の
一
一
九
番
通
報
が
か
か
っ
て

き
ま
す
。
先
日
起
き
ま
し
た
あ
の
Ｋ
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
で
す
か
、
新
富
町
の
ク
レ
ア
モ

ー
ル
で
災
害
が
あ
っ
た
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
の
と
き
の
一
一
九
番
の
件

数
は
約
十
数
件
入
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
中
に
こ
の
着
信
応
答
不
可
件
数
も
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
下
に
書
い
て
あ
り
ま
す
と
お
り
、
着
信
応
答
不
可
件
数
が

あ
っ
た
場
合
、
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
電
話
を
か
け
ま
す
。
で
、
内
容
確
認
を
し
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ま
す
。
と
い
う
よ
う
な
段
取
り
も
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
一
つ
の
災
害
が

発
生
し
ま
す
と
、
そ
れ
に
多
く
の
一
一
九
番
通
報
が
入
っ
て
き
て
、
こ
の
不
可
件
数

と
い
う
の
も
一
つ
の
要
因
に
な
る
か
な
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

柿
田
有
一
委
員
長 
よ
ろ
し
い
で
す
か
。
他
に
御
質
疑
ご
ざ
い
ま
す
か
。
小
高
委
員
。 

小
高
浩
行
委
員 

無
線
の
出
力
に
関
し
て
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
今
ま
で
の
無
線
出
力
か
ら
ほ
ぼ

倍
増
と
い
う
形
な
ん
で
す
が
、
こ
れ
電
波
法
と
か
で
何
か
出
力
の
制
限
と
か
あ
る
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
マ
ッ
ク
ス
と
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
か
。 

指
揮
統
制
課
主
幹 

電
波
法
の
中
身
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
今
、
販
売
さ
れ
て
い
る
メ
ー
カ
ー
の
中
で
、
例
え
ば
携
帯
型
無
線

機
が
二
ワ
ッ
ト
が
五
ワ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
が
、
五
ワ
ッ
ト

が
今
、
携
帯
無
線
の
主
流
の
ワ
ッ
ト
数
で
販
売
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
出
力

を
上
げ
る
た
め
の
申
入
れ
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

小
高
浩
行
委
員 

も
う
一
件
、
そ
の
上
の
活
動
波
の
関
係
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
何
か
、

こ
う
い
う
消
防
の
通
信
の
周
波
数
帯
っ
て
指
定
が
あ
る
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
で
三
波
を
利
用
し
て
い
た
の
を
今
度
そ
の
範
囲
の
中
の

四
波
を
利
用
す
る
と
い
う
解
釈
な
ん
で
す
か
。
そ
れ
と
も
そ
の
周
波
数
が
広
が
る
と

か
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
か
。 

指
揮
統
制
課
主
幹 

現
在
、
活
動
波
三
波
で
申
請
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
審
査
基
準
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
が
救
急
車
、
常
用
救
急
車
の
稼
働
台
数
で
申
請
で
き
る
も
の

で
、
こ
こ
で
救
急
車
の
常
用
台
数
が
増
え
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
か
つ
救
急
需
要
が
増

加
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
鑑
み
ま
し
て
一
波
増
波
を
申
入
れ
し
た
と
こ
ろ
、
内

示
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

よ
ろ
し
い
で
す
か
。
他
に
御
質
疑
ご
ざ
い
ま
す
か
。
片
野
委
員
。 

片
野
広
隆
委
員 

今
、
先
ほ
ど
吉
敷
委
員
か
ら
も
お
話
あ
っ
た
、
す
み
ま
せ
ん
、
牛
窪
委
員
さ
ん

か
ら
お
話
あ
っ
た
着
信
応
答
不
可
件
数
が
こ
こ
数
年
倍
々
で
増
え
て
い
る
と
い
う
と

こ
ろ
で
、
理
由
と
し
て
火
災
案
件
な
ん
か
だ
と
一
つ
の
火
災
で
十
何
件
電
話
が
か
か

っ
て
く
る
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
っ
て
こ
こ
数
年
で
そ
う
い

う
話
な
ん
で
す
か
ね
。
そ
う
い
う
の
と
い
う
の
は
こ
れ
ま
で
も
あ
っ
た
話
の
中
で
、

こ
こ
数
年
、
こ
こ
二
、
三
年
、
急
遽
増
え
て
い
る
と
い
う
話
な
ん
で
す
か
。 

 
 
 
 
 
 

件
数
が
倍
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
対
応
で
き
な
い
、
ほ
か
に
も
要
因
は
あ
る
ん
で
し

ょ
う
け
れ
ど
も
、
今
御
説
明
い
た
だ
い
た
問
題
と
い
う
の
は
、
携
帯
電
話
が
普
及
し

て
か
ら
ず
っ
と
あ
る
話
で
、
こ
こ
何
年
か
で
急
に
増
え
た
話
で
も
な
い
と
思
う
ん
で

す
が
。 

消
防
局
長 

今
、
委
員
さ
ん
御
指
摘
の
と
お
り
、
そ
の
一
点
だ
け
で
は
な
く
て
、
全
体
的
に
は
救

急
需
要
自
体
が
増
え
て
、
一
斉
に
救
急
一
一
九
番
通
報
が
あ
る
と
い
う
実
情
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
こ
こ
数
年
、
一
一
九
番
通
報
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
非
常
に
、
救
急
要
請

と
同
じ
よ
う
に
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

あ
く
ま
で
も
憶
測
の
状
態
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
詳
し
く
分
析
は
い
た
し
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
様
々
な
要
因
を
も
っ
て
こ
の
よ
う
な
状
況
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い

う
ふ
う
な
こ
と
で
し
て
、
二
、
三
年
前
に
は
ち
ょ
っ
と
予
想
が
つ
か
な
か
っ
た
状
況

が
、
今
、
救
急
需
要
に
し
て
も
一
一
九
番
通
報
に
し
て
も
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
よ

う
な
状
況
の
中
、
こ
の
よ
う
な
多
く
の
数
字
が
出
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

片
野
広
隆
委
員 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
度
そ
の
状
況
の
中
身
と
い
う
ん
で
す
か
ね
、
通

報
、
救
急
、
消
防
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
少
し
分
析
を
し
て

み
て
い
た
だ
い
て
も
い
い
の
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
と
、
こ
こ
で
一
台
増
設
を
す
る
と
、

こ
の
令
和
五
年
度
に
あ
る
数
字
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
に
改
善
を
さ
れ
る
の
か
、
と

い
う
の
は
消
防
局
と
し
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。 

指
揮
統
制
課
長 

た
だ
い
ま
の
御
質
問
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

一
台
増
や
す
こ
と
で
着
信
応
答
不
可
件
数
の
割
合
を
百
件
に
約
一
件
程
度
ま
で
減
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少
さ
せ
る
効
果
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

片
野
広
隆
委
員 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

併
せ
て
、
一
台
増
設
す
る
と
、
そ
こ
に
職
員
を
手
当
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
ん
で
す
が
、
こ
の
増
設
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
職
員
編
制
と
い
う
ん
で
す

か
ね
、
指
揮
統
制
の
中
で
の
定
数
な
り
職
員
編
制
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
な

っ
て
く
る
の
か
、
も
し
分
か
れ
ば
。 

消
防
局
長 

以
前
こ
の
指
令
台
を
一
台
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
人
員
増
と
い
う
の
は
考
え
た
こ
と

な
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
現
実
的
に
、
今
、
日
勤
者
が
そ
こ
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

と
い
う
よ
う
な
状
況
の
計
画
で
は
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
今
御
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
こ
数
年
の
一
一
九
番
通
報
の
状
況
を
鑑
み
ま
す
と
、
今
後
ど
う
し
て
も
増
員

が
必
要
で
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
鑑
み
て
、
組
織
内
で
検
討
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

片
野
広
隆
委
員 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
話
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
職
員
定
数
っ
て
全
体
の
枠
組
み
は
今
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
の
中

で
指
揮
統
制
に
職
員
配
分
を
し
て
い
く
の
か
、
全
体
的
に
職
員
定
数
を
見
直
し
て
い

く
の
か
と
い
う
の
は
、
方
向
性
と
し
て
は
出
て
い
ま
す
か
。 

消
防
局
長 

ま
ず
は
今
の
定
数
の
中
で
ど
の
よ
う
に
組
織
内
編
制
を
行
い
な
が
ら
人
員
配
置
が
で

き
る
か
を
し
た
上
で
、
必
要
が
あ
れ
ば
ま
た
定
数
増
に
つ
い
て
御
要
望
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
い
う
の
が
、
今
の
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

よ
ろ
し
い
で
す
か
。
他
に
御
質
疑
ご
ざ
い
ま
す
か
。
小
林
委
員
。 

小
林 

薫
委
員 

す
み
ま
せ
ん
。
今
、
監
査
な
ん
で
、
ま
た
そ
の
と
き
聞
け
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
け

れ
ど
も
、
つ
い
で
な
の
で
、
令
和
五
年
で
い
い
で
す
わ
、
令
和
五
年
に
一
一
九
番
着

信
件
数
三
万
二
千
六
百
四
十
六
件
あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
で
例
え
ば
救
急

車
と
消
防
車
の
件
数
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
分
か
り
ま
す
か
。
一
一
九
番
で
ま
と
め
ち
ゃ

っ
て
る
の
。
消
防
車
な
の
か
救
急
車
な
の
か
で
分
け
ら
れ
る
か
な
、
件
数
が
。 

消
防
局
長 

全
て
の
一
一
九
番
通
報
に
つ
い
て
、
消
防
車
、
救
急
車
、
救
急
車
に
し
て
も
、
救
急

出
場
の
要
請
に
し
て
も
、
救
急
支
援
と
い
う
形
で
消
防
車
も
出
場
す
る
件
数
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
災
害
種
別
ご
と
の
状
況
を
こ
の
後
お
示
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
一
一
九
番
の
中
で
は
全
て
を
消
防
車
、
救
急
車
と
い
う
よ
う
な
形
で
分
け
る
こ

と
は
ち
ょ
っ
と
不
可
能
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

小
林 

薫
委
員 

さ
っ
き
の
話
で
ね
、
例
え
ば
、
ほ
ら
火
災
な
ん
か
だ
と
近
隣
か
ら
十
何
件
だ
か

が
、
あ
そ
こ
ん
家
が
火
事
で
す
よ
と
い
う
ん
で
来
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
た
と
え
話
し

中
で
あ
っ
て
も
そ
う
い
う
の
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
と
思
う
け
れ
ど
も
、
救
急
車
の
場
合

は
そ
れ
ぞ
れ
、
各
御
家
庭
な
り
病
院
施
設
、
場
所
で
や
る
だ
ろ
う
か
ら
、
あ
ま
り
話

し
中
と
い
う
の
は
な
い
と
思
う
ん
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
救
急
車
で
話
し
中
に
な
っ
て

も
困
っ
ち
ゃ
う
わ
な
。
消
防
は
ま
あ
そ
う
い
う
の
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
も

し
ま
た
機
会
が
あ
っ
た
ら
そ
の
件
数
を
ね
、
ど
こ
か
調
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

ら
、
ま
た
資
料
で
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
取
り
あ
え
ず
い
い
で
す
わ
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

よ
ろ
し
い
で
す
か
。
他
に
御
質
疑
ご
ざ
い
ま
す
か
。
ー
質
疑
が
な
い
よ
う
で

す
の
で
、
質
疑
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
の
報
告
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 

○
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て 

柿
田
有
一
委
員
長 

次
に
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
休 

 

憩
） 

 
 
 
 
 

（
再 

 

開
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
特
別
委
員
会
の
付
議
事
件
で
あ
り
ま
す
消
防
庁
舎

及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
休
憩
中
に
御
協
議
い
た
だ
い
き
ま



四
七 

 

 

し
た
と
お
り
、
本
組
合
に
お
け
る
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
来
年
度
に
は
雨
水
貯
留
槽

設
置
工
事
や
訓
練
塔
新
築
工
事
等
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の

工
事
に
つ
い
て
引
き
続
き
調
査
し
た
い
の
で
、
地
方
自
治
法
第
百
九
条
第
八
項
の
規

定
に
基
づ
く
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
異
議
な
し
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

御
異
議
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
百
九
条

第
八
項
の
規
定
に
基
づ
く
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

次
回
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
私
の
ほ
う
で
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
御

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 

○
そ
の
他
に
つ
い
て 

柿
田
有
一
委
員
長 

次
に
、
そ
の
他
委
員
の
皆
様
か
ら
は
何
か
あ
り
ま
す
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
な
し
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

事
務
局
か
ら
は
何
か
あ
り
ま
す
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
特
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

以
上
で
そ
の
他
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
の
皆
様
に
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
長
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
正
副
委
員
長
に
一
任
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

存
じ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
会
会
議
録
の
調
整
に
つ
き
ま
し
て
は
、
作
成
で
き
次
第
御
連
絡
い
た
し
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

○
散 

 

会 
 

午
後
一
時
三
十
一
分 


